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早稲田大学比較法研究所
オンライン・フォーラム・シリーズ
シンポジウム
「東日本大震災５年後の現状と福祉社会・まちづくりの仕組みづくりに向けて」
日時：4月9日（土）12：30－16：15
主催：早稲田大学比較法研究所・早稲田大学先端社会科学研究所（共催）
◆第１部（比較法研究所セッション）
「福島・浪江町の支援とまちづくりの課題」
「福島・浪江町の現状と課題」
本間 茂行 福島県浪江町副町長
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早稲田大学比較法研究所
福島・浪江町の現状と課題
福島県浪江町
平成２８年４月
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ふるさと浪江町
震災時人口 21,434人
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東日本大震災の被害
▽ 震度６強の揺れと15メートルを超える津波
• 死者182名（うち⾏⽅不明3２名）
･･･双葉町20名、大熊町11名、富岡町24名
• ⻑引く避難⽣活による震災関連死384名
…双葉町140名、大熊町115名、富岡町340名
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放射線量による区域指定（平成25年4月～現在）
C
帰還困難
区域
B
居住制限
区域
A
避難指示
解除準備
区域
年間の積算放射線量
50mSv〜 20〜
50mSv
〜20mSv
面積の
81% 10％ 9％
被災前人口の
17% 42% 41％
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⽇中の⽴⼊りは可能
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町村別避難状況
町村別避難状況表
1 総括
県外避難 6,437 30.8 943 12.8 4,329 28.6
県内避難 14,441 69.2 6,438 87.2 10,802 71.4
避難者合計 20,878 7,381 15,131
県外避難 2,575 24.0 2,912 41.8 99 6.7
県内避難 8,161 76.0 4,057 58.2 1,374 93.3
避難者合計 10,736 6,969 1,473
総括グラフ
浪江町 楢葉町 富岡町
大熊町 双葉町 葛尾村
Ｈ28.2.29現在 Ｈ28.2.29現在 H28.3.1現在
H28.3.1現在 H28.3.1現在 H28.2.1現在
総括グラフ
県外避難 県内避難
県外避難 県内避難
県外避難 県内避難
県外避難 県内避難 県外避難 県内避難 県外避難 県内避難
県外避難 県内避難 県外避難 県内避難 県外避難 県内避難
県外避難 県内避難 県外避難 県内避難
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町村別避難状況
2 県内避難の内訳
県内避難 14,441 6,438 10,802
福島市 3,295 22.8 いわき市 5,416 84.1 いわき市 6,004 55.6
いわき市 2,947 20.4 楢葉町 469 7.3 郡山市 2,771 25.7
二本松市 1,887 13.1 会津美里町 177 2.7 福島市 391 3.6
その他 6,312 43.7 その他 376 5.8 その他 1,636 15.1
（45市町村に分散） （25市町村に分散） （41市町村に分散）
県内避難 8,161 4,057 1,374
いわき市 4,494 55.1 いわき市 2,052 50.6 三春町 803 58.4
会津若松市 1,388 17.0 郡山市 728 17.9 郡山市 273 19.9
郡山市 1,036 12.7 福島市 316 7.8 田村市 150 10.9
その他 1,243 15.2 その他 961 23.7 その他 148 10.8
（42市町村に分散） （22市町村他に分散） （16市町村に分散）
県内避難先
内訳
（上位3市町村
及びその他）
県内避難者の
グラフ
県内避難先
内訳
（上位3市町村
及びその他）
県内避難者の
グラフ
浪江町 楢葉町 富岡町
大熊町 双葉町 葛尾村
福島市 いわき市
二本松市 その他
いわき市 楢葉町
会津美里町 その他
いわき市 郡山市
福島市 その他
いわき市 会津若松市
郡山市 その他
いわき市 郡山市
福島市 その他
三春町 郡山市
田村市 その他
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避難経過
浪江町には通報連絡・東電社員の派遣がなく、高線
量の津島地区に避難。
田村市
川内村
いわき市
浪江町
二本松市 津島地区
川俣町
双葉町
大熊町
会津若松市
富岡町
郡山市
楢葉町
会津美里町
埼玉県へ
浪江町
双葉町
大熊町
富岡町
楢葉町
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復興の歩み 学校教育
• 二本松市で再開：小・中学校あわせて36人が在学（平成27年度）
町内６つの小学校と
３つの中学校に約1,700人
避難先の全国350の小学校と
220の中学校に約1,340人
9
平成24年度、郷土を愛する心を育む目的で創設された「ふるさとなみえ科」の授業の様子
10
小中学校数・在籍児童数
小学校4校、中学校2校が休校中。児童･生徒は大きく減少
町村名 校名 学校数 ①児童数 学校数 ②児童数 ①に対する割合
小学校 合計 6 1,162 2 14 1.2%
中学校 合計 3 611 1 22 3.6%
小学校 合計 2 432 2 79 18.3%
中学校 合計 1 255 1 64 25.1%
小学校 合計 2 936 2 16 1.7%
中学校 合計 2 550 2 23 4.2%
小学校 合計 2 756 2 68 9.0%
中学校 合計 1 371 1 44 11.9%
小学校 合計 2 344 2 6 1.7%
中学校 合計 1 208 1 10 4.8%
小学校 合計 1 68 1 10 14.7%
中学校 合計 1 44 1 11 25.0%
双葉町
葛尾村
H27.4.1現在H22.4.1現在
備考
浪江町
楢葉町
富岡町
大熊町
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コミュニティの破壊
11
・ 度重なる移動、避難の⼼労
・ 家族との分断
・ 地域との分断
・ 生活の激変
1.5万⼈による集団申⽴（平成25年5月）
和解案勧告（平成26年3月）
町では和解案を受⼊、しかし東京電⼒は拒否
将来への不安
日常生活への阻害
東日本大震災の被害 (県内避難者)
・平成27年12月
仮設住宅に約3,100人（約21％）
借上げ住宅に約4,700人（約32％）
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・平成26年12月
仮設住宅に約3,800人（約26％）
借上げ住宅に約6,600人（約46%）
仮設住宅・借上げ住宅に住む割合は減っており、
家を建てる人が増えている。
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戻りたい
17.8%
判断つか
ない
31.5%
戻らない
48.0%
無回答
2.7%
復興まちづくりの考え方（避難指示解除後の意向調査）
調査の概要
・調査対象 世帯の代表者 9,537世帯
・調査時期 平成27年9月
・回収数 5,703世帯
・回収率 59.8%（前年度59.5%）
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「戻りたい」「戻らない」は横ばいであるが、判断が付かないは6.9ポイント増加
戻りたい
17.6%
判断つ
かない
24.6%
戻らない
48.4%
無回答
9.4%
調査の概要
・調査対象 世帯の代表者 9,749世帯
・調査時期 平成26年8月8日〜22日
・回収数 5,796世帯
・回収率 59.5%（前年度63.5%）
H26 H27
復興まちづくりの考え方（避難指示解除後の意向調査）
14
33.7% 58.7% 7.6%
すぐに いずれ 無回答
19.0% 79.4% 1.7%
すぐに いずれ 無回答
H26
H27
前スライド「戻りたい」の内訳
「いずれ戻りたい」が20.7ポイント減少し、
「すぐに戻りたい」が14.7ポイント増加している。
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復旧・復興の道すじ
発災〜
平成26年3月
緊急復旧期
平成26年4⽉〜
平成29年3月
復旧実現期
平成29年4⽉〜
平成33年3月
本格復興期
《⼈の復興》
全町⺠の
暮らしの再建
避難生活の
早急な改善
全町⺠の⽣活安定を実現
県外・県内各地域居住者への
継続的な支援など
全町⺠の幸せな暮らし
の実現
《町の復興》
ふるさと
なみえの再生
ふるさとの再生
に着手
ふるさとの再生を本格化
除染やインフラ復旧の本格実施、
町内での復興拠点への住宅・
生活関連サービスの集約整備
など
ふるさとの再生を実現
平成29年3月の避難指示解除を想定
（有識者による検証委員会発足、平成28年3⽉に⾒通しを⽰す予定）
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避難指示解除に関する検証委員会報告の概要
避難指⽰解除に向けて、除染やインフラ復旧などの進捗を専⾨家の視点から客観
的に検証・評価し、必要な措置について提言をいただく。
概要
検証結果
復旧や整備の進捗は概ね順調であるが、
⼤半の項⽬が現在進⾏中であり、平成28年度の取組みが重要
＜最優先に取り組むべき16の課題（大枠）＞
除染（第5回内容）
インフラ復旧（第3回内容）
生活環境整備（第6回内容）
放射線対策（第2回内容）
・⼀⽇も早く町へ帰りたい町⺠にとって、これ以上引き伸ばすことは、さらに⼼労
と苦痛を与える。
平成29年3⽉の避難指⽰解除に向け、浪江町全体の再⽣に向けた取組み
を加速させる
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人口ビジョン
18
人口ビジョン
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復興の歩み つながりの維持
▽タブレット端末を利⽤した「きずなの維持」
• 町⺠の声を聞いて開発したオリジナルアプリで、
⾼い利⽤率を実現
• 活⽤促進と交流を兼ねて講習会を多数開催
▽復興⽀援員の配置、交流会の開催、交流館の設置
• 1府9県に約30名の復興⽀援員を配置、個別訪問などきめ細かい支援
• 県内３か所に交流館を開設、さらに県内外で交流会を開催
▽「浪江のこころ通信」（町⺠へのインタビュー連載）
• 福島県内外に分散避難した町⺠の思いをつなげる
• 「広報なみえ」に綴じこみ、これまで延べ約300人（家族）が登場
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復興の歩み 産業の再興 > 第一次産業
▽農業
・ 水稲：平成26年より実証栽培を開始、全量全袋検査ですべて基準値以下
平成27年は販売を開始
・ 花卉：花卉研究会が発足、トルコギキョウやリンドウを市場出荷
▽漁業
・ 請⼾漁港へ平成28年度中に漁船が帰還できる⾒込み
（漁港全体の災害復旧は平成30年度に完了予定）
・ 相⾺双葉漁協は⿂種・漁場を限定した試験操業中
花のまち
実現化事業
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新しい水産業
のデザイン
実現化事業
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交流・情報発信拠点施設
整備予定
水稲実証栽培
実施中
常磐⾃動⾞道
全線開通済み
地域スポーツセンター
復旧中
海岸堤防
復旧中
浪江町役場
⼀部機能が復帰済み
請⼾漁港
復旧中
復興まちづくり（復興拠点）の現状
「いこいの村なみえ」
町⺠の休憩施設として整備予定
災害廃棄物の
仮設焼却施設
稼働中
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町営大平山霊園
完成済み
災害公営住宅および
防災集団移転先を整備予定
JR常磐線 浪江〜仙台間
29年3月開通予定
双葉消防署、
双葉警察署が常駐
復興祈念公園
建設予定
津波被災地
復興まちづくり（復興拠点）の現状
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当⾯の「復興拠点の中⼼」にコンパクトに整備
▽住まい
• 災害公営住宅、雇⽤促進住宅
• 防災集団移転
▽生活の場
• 浪江東中学校を利⽤した教育・子育て施設
• 役場となりに診療所
• 役場敷地内に仮設商業施設
▽働く場・交流の場
• 交流・情報発信拠点の新設
• 産業団地、イノベーションコースト（ロボットテストフィールド）
• 復興祈念公園、アーカイブ施設
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トルコギキョウ
（帰郷）
「希望」
ハナミエルマチの実現へ
